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福島第一原子力発電所現地確認報告書 

 

１ 確認日 

令和５年８月７日（月）  

 

２ 確認箇所 

Ａ排水路移送経路（Ｋ１北、Ｋ１南、Ｈ１、Ｈ１東タンクエリア及びＨ９

‐１～３雨水回収タンク） 

 

３ 確認項目 

Ａ排水路移送経路の状況 

 

４ 確認結果の概要 

東京電力福島第一原子力発電所の主な排水路には、放射線モニタ及び電動

ゲートが設置されており、排水路の放射線濃度が基準を超過した場合は、遠

隔でゲートを閉止し、排水路に流入した水をタンクエリアの堰内等に移送す

ることにより、海への流出を防止することとしている。 

大きな地震等により、ＡＬＰＳ処理水測定・確認用タンク（Ｋ４タンクエ

リア）の連結管等が破損し、ＡＬＰＳ処理水が漏えいしＫ４タンクエリア外

堰を越流する事象が発生した場合には、越流したＡＬＰＳ処理水がＡ排水路

に流入する可能性があることから、Ａ排水路の電動ゲートが閉止された際の

排水路の水の移送経路を確認した。なお、６月２２日に、ＡＬＰＳ測定・確

認用タンクにおける異常時発生時の機動的対応訓練の状況を現地確認した際

に、Ａ排水路のゲート閉止及びＫ１北タンクエリア堰内への水移送の状況を

確認していることから、今回は、Ｋ１北タンクエリア以降の移送経路の状況

を確認した。（図１）（前回確認日：令和５年６月２２日） 

 ・Ａ排水路の水は、Ｋ１北、Ｋ１南、Ｈ１東タンクエリアなどの内堰を経由

して、プロセス主建屋（ＰＭＢ）の地下に移送される経路になっており、

本日は、Ｋ１北タンクエリアからＨ１東タンクエリアまでの移送経路を確

認した。（写真１） 

  ・移送元のタンクエリアの集水ピット中に、水中ポンプが設置されており、

当該水中ポンプと耐圧ホースにより移送先のタンクエリアの内堰内又は内

堰内に設置された仮設ヘッダに移送される経路になっていた。（写真２） 

・タンクエリア間の移送配管（耐圧ホース）の大部分は、保温材で覆われて

いたが、一部に保温材の劣化や剥がれが見られた。（写真３） 

・タンクエリア堰内を経由してＰＭＢに移送する経路とは別に、Ｋ１北タン

クエリア内の移送配管から分岐し、直接Ｈ９‐１～３雨水回収タンクヘッ

ダに接続しているＰＥ管が敷設されていた。（写真４） 

 

 

http://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/588270.pdf
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図１ 福島第一原子力発電所構内概略図 

 

 

（写真１－１）Ｋ１北タンクエリア外

観（南側から撮影） 

 

（写真１－２）Ｋ１南タンクエリア外

観（北側から撮影） 

 

 

 

（写真１－３）Ｈ１タンクエリア外観 

（北東側から撮影） 

 

 

（写真１－４）Ｈ１東タンクエリア外

観（南東側から撮影） 
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（写真２－１） 

 Ｋ１タンクエリア南側の集水ピット

の状況 

 

 

（写真２－２） 

 Ｋ１北タンクエリアからＫ１南タン

クエリアへの移送配管（耐圧ホー

ス）の状況 

 

 

（写真２－３） 

 Ｈ１東タンクエリア仮設ヘッダへの

接続状況 

 

 

（写真３－１） 

 移送配管（耐圧ホース）の敷設状況  

 ①（Ｋ１南タンクエリア南側付近） 

水中ポンプ 

水中ポンプ 

水中ポンプ 

Ｋ１南タンクエリア 

移送配管（耐圧ホース）  

Ｋ１南タンクエリアか
らの移送配管 

仮設ヘッダ 

移送配管（耐圧ホース）  
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（写真３－２） 

 移送配管（耐圧ホース）の敷設状況

②（Ｈ１東タンクエリア北東側付

近） 

 

 

（写真４－１） 

 Ｋ１北タンクエリア北東側の移送配

管（ＰＥ管）の状況 

 

 

（写真４－２） 

 直接移送配管（ＰＥ管）の敷設状況 

 （Ｋ１北タンクエリアを西側から撮

影） 

 

（写真４－３） 

 Ｈ９－１～３雨水回収タンクの外観 

（北東側から撮影） 

 

（写真４－４） 

 Ｈ９－１～３雨水回収タンクヘッ  

 ダとの接続状況（北側から撮影） 

 

 

５ プラント関連パラメータ等確認 

  本日確認したデータについて、異常な値は確認されなかった。 

分岐した直接移送配管 

移送配管（ＰＥ管）  


